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イザヤ書 9 章 5〜6 節 
5 ひとりのみどりごがわたしたちのために⽣まれた。 
ひとりの男の⼦がわたしたちに与えられた。 
権威が彼の肩にある。 
その名は、「驚くべき指導者、⼒ある神 
永遠の⽗、平和の君」と唱えられる。 
 
＊＊＊ 
クリスマスのたびに読まれる有名な箇所です。 
でも、そこに教えられている内容は毎回、新鮮な 
何かが響いてきます。 
救い主にふさわしい４つの名前がここに⽰されています。 
救い主はこれら全部を担っている存在であり、そうでなければ 
救い主としては不⾜なのです。 
 
前提 
私たちは⼀般論として⼀⼈では⽣きられないということを認めています。 
でも、どこかで、⾃⼰責任とか⾃⽴とか、⾃⼒でやってこそ意味があるとか 
そういう発想を⼼に深く持っています。 
私がよく⾔う「機能論的⼈間観」が私たちの感覚の主流なのです。 
できる⾃分が最⾼、できなくなったら⽣きる意味がない、価値がないという 
発想です。これは元気な時はよいのですが、調⼦が悪くなるとどんどん⾃分の 
居場所がなくなっていきます。 
残念ながら、年齢が進み、病気になったり、不調に陥ったりするのは⼈間に 
とって当然な成り⾏きです。 
つまり機能論的⼈間観では、最後まで満⾜し続けることはできないのです。 
 
機能論的⼈間観に替わる発想は「存在論的⼈間観」です。これは 
あなたの「いのちと存在」は、できることもできないことがあっても 
尊く、価値のある存在だというものです。 
その代表的な挨拶が「いてくれてありがとう」です。 
 



つまり、私たちは誰かに「いてくれてありがとう」を⾔われながら⽣きること 
ができなければ「⾃信を失い」「⾃虐的になり」「⽣きる意欲が継続でき 
ない」のです。 
それを⼈に求めても社会全体が機能論的⼈間観が主流ですので、なかなか 
難しいのです。 
 
４つの名前 
聖書が預⾔している救い主には四つの名前が冠されています。これらずべてを 
ひとりで実⾏できる存在として紹介されているのです。 
＊ 
その名は、「驚くべき指導者、⼒ある神、永遠の⽗、平和の君」 
1）驚くべき指導者 
  これは英語ではワンダフル カウンセラーです。 
  新改訳聖書では「不思議な助⾔者」となっています。 
  不思議なほどに素晴らしいカウンセラー、相談相⼿だというです。 
この⽅にはなんでも話せるし、なんでも伝えられるし、なんでも泣き⾔が 
⾔えるのです。 
しかも、永続的、永遠的な相談相⼿として、私たちと共にいてくださいます 
 
2）⼒ある神 
これは英語では Mighty Godです。無から有を作り出す⼒を持つ存在。 
死から命を⽣み出す⼒を持っている存在です。 
絶望から希望へと導き出せる⼒をもったお⽅なのです。 
 
3）永遠の⽗ 
聖書の中で「⽗」という⾔葉が使われる時、そこには「保護者」と 
いう意味があります。永遠の⽗となっていますから、永遠的な 
絶対的な保護者として存在してくださるお⽅、それが私たちの救い主です。 
 
4）平和の君 
この救い主は、私たちの⼼に平和をもたらすことができるお⽅。⼼が荒れて 
騒がしくなっているなら、このお⽅は⼼の嵐を鎮めることができる存在であり 
神様との間にも平和を作り出す⼒があります。それは⾃らが⼗字架にかかって 
罪の裁きを引き受け、私たちの罪を赦して神様との和解を成⽴させて 
くださるお⽅だからです。 
 



このお⽅が、私たちのために「来ますよ」と聖書は教え、 
このお⽅が来て、私たち⼀⼈ひとりに、神の愛を持って接し 
「あなたがいてくれることはうれしいこと。いてくれてありがとう」と 
私たちを抱きしめてくださる救い主です。 
それがクリスマスに祝うキリスト、救い主イエス様です。 
 
イエス様が「いてくれてありがとう」とあなたに向かって語っていることを 
⼼に深く聞き取って欲しいと思います。 
 
＊＊ 
MACF 礼拝映像は 
https://youtu.be/AMasI3bOpsc 
 
 

https://youtu.be/AMasI3bOpsc

